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独立行政法人水産総合研究センター
西海区水産研究所 海区水産業研究部
有明海・八代海漁場環境研究センター

資料３-２：

底質環境の変化に関するメカニズムの解明と
タイラギへの影響の評価調査（西海区）

平成19年度
底質環境の変化に関するメカニズムの解明と

タイラギへの影響評価調査

有明海・八代海総合調査評価委員会報告書

第５章第４節：解明すべき課題

（１）二枚貝
•タイラギ大量斃死（北東部漁場）の発生機構及び
長崎県海域のタイラギ不漁の原因の解明
•タイラギ浮遊幼生の移動状況に及ぼす潮流変化の影響
•アサリ漁場における底質データの収集と分析、底質環境と
アサリの成育初期（着底稚貝以降）の減耗との関係の解明

（２）魚類等の資源生態
（３）潮流・潮汐
（４）土砂に関する知見の蓄積
（５）汚濁メカニズムの解明とモデルの構築
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有明海におけるタイラギ漁獲量の推移
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タイラギの立ち枯れ死

川原ら（2002）

伊藤（2004）

有明海奥部におけるタイラギ漁場の変化
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有明海奥部における粒度組成とタイラギ生息密度の変化

タイラギの生息密度

シルト分布域シルト
分布域

1975・76年 1989年 2000年

（佐賀県有明水産振興センター報告書より）

2006
2005
2004
2003
2002
2001
2000

121110987654321年・月

：大牟田市沖

：荒尾市沖

有明海のタイラギ漁場におけるタイラギ大量死の発生時期

2000-2004年：有明4県タイラギ担当者会議取り纏め資料を基に作成
2005-2006年：有明４県タイラギ担当者会議資料を基に西水研が時期を推定

タイラギの生息密度が低かったため詳細不明
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干潟域沖合域

浮泥が懸濁

潮汐・波浪による
攪拌作用が大きい

潮汐･波浪による
攪拌作用が小さい

浮泥が堆積

タイラギ大量死の要因

生残･成長

衰弱・死亡

・浮泥の堆積が底泥中の海水交換を低下させ、
底泥が悪化（硫化物が増加）？

・浮泥の堆積そのものがタイラギに悪影響？

浮泥の堆積

海水交換の低下
海水の動き

底質の悪化

貧酸素水塊

硫化水素

病気

①水質の悪化 ②底質の悪化

③浮泥の堆積 ④病気

調査の目的

・底質環境の変化(悪化）のメカニズムを解明

・タイラギに影響を与える底質環境因子の把握

海域環境の有効な改善策の特定に資する
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調査の実施フロー

５．取りまとめ

４．室内試験による底質環境の変化の

タイラギへの影響評価

・底質環境の変化のメカニズム解明

・底質環境のタイラギへの影響解明

３．タイラギの分布状況調査

・タイラギの生息密度および成長

・タイラギの生理状態

２．底質環境の観測

１．水質環境の連続観測

２１年度２０年度１９年度

伊藤（2004）

調査頻度：冬季2回/月、夏季3～4回/月
他の調査予算と合わせて
通年調査を実施

図１．調査点
（4調査点のうち、 ●：A、Bは底質観測、

●：C、Dは水質連続観測及び底質観測

観測地点

：水質連続観測及び底質観測

：底質観測

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

観測地点

：水質連続観測及び底質観測

：底質観測

観測地点

：水質連続観測及び底質観測

：底質観測

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

調査点の配置
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１．水質環境の連続観測
•調査項目：

•連続観測：多項目水質計による水温、塩分、溶存酸素、濁度、
クロロフィル、 流向流速の連続観測（２調査点）
•定期調査：連続観測の維持管理、較正を兼ね、水温、塩分、
溶存酸素、濁度、クロロフィルの観測（４調査点）

•調査頻度：
・夏季３～４回／月、冬季２回／月（計２６回を予定）

他の調査により春季も調査し、通年調査を実施

•解析内容：
・貧酸素の発生状況
・植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ、懸濁物の現存量と輸送量の季節変化
・底質悪化に対する貧酸素、植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ、懸濁物の関わり

C点（大牟田市沖）の環境観測の概要

海底

海面

おもり セジメントトラップ

ロープ

自動観測機器

20cm

保護用金網（縦横約１ｍ、網目幅約１ｃｍ）

チェーン

自動観測機器
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２．底質環境の観測
•調査項目：

・表層堆積物の量と質（C、N、クロロフィル色素）
・底泥の層別の酸揮発性硫化物量（水温・塩分・pH）
・セディメントラップによる沈降堆積物量の計測

•調査頻度
・夏季３～４回／月、冬季２回／月（計２６回を予定）

他の調査により春季も調査し、通年調査を実施

•解析内容

・浮泥、表層堆積物の季節変化、気象との関わり

・表層堆積物の由来（植物プランクトン、河川負荷物質）

・底質悪化への浮泥・表層堆積物の影響評価

•pH
•温度
•酸揮発性硫化物量

潜水作業によりアクリル
パイプを用いて20ｃｍ以
上の柱状採泥を行う。

還元層

酸化層

浮泥層

海水

0～1cm

2～3cm

5～6cm

9～10cm

15～16cm

直径：5cm

浮泥堆積厚の計測
（浮泥の量と質を検討）

底泥の採取方法
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３．タイラギの分布状況の調査

1）タイラギの分布状況（生息密度、成長）
有明海沿岸４県の試験研究機関が実施するタイラギ

分布状況調査から得られるデータを参照する。
調査方法

・調査頻度：月に１回～２回
・潜水士が海底に張ったラインに沿って計数し、

タイラギの密度を算出
・タイラギを採集し、殻長・重量を計測し、成長を評価

2）タイラギの生理状態
・タイラギの体成分調査（生理状態を評価）
・タイラギの組織学調査（生理障害の有無を評価）

＊別途調査によりウイルス感染症の影響評価調査を実施

30℃ 20℃ 10℃

実験終了（3日後）

採集底泥

浮泥を取り
除いた状態

浮泥が堆積
した状態

30℃ 20℃ 10℃

酸揮発性硫化物量等
の分析項目

培養試験

？

４．底質環境の変化のタイラギへの影響評価
（室内試験）

１）底質悪化の機構（１９年度）
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分析項目と解析内容

水相
・温度・塩分
・硫化水素
・アンモニア

底泥相
・温度・塩分
・pH
・AVS（酸揮発性硫化物）
・硫化水素

分析項目

温度

A
V
S
濃
度

例1：温度と底泥中
AVS濃度の関係

AVS濃度

硫
化

水
素
濃

度

例2：水相に発生する
硫化水素濃度の推定

？

？

・タイラギ漁場における硫化水素発生濃度の推定精度の向上
・底質変化（悪化）のメカニズムを解明、影響項目の絞り込み

2）底質環境の変化のタイラギへの影響解明
①浮泥の堆積がタイラギに与える影響試験（19年度）

泥の堆積が無い 小量の泥が堆積 大量の泥が堆積

呼吸が正常
呼吸が出来る？

呼吸が出来ない？

目 的：浮泥の堆積がタイラギの呼吸生理に及ぼす影響を
明らかにする。

解 析：体内のグリコーゲン含量、有機酸含量等および組織形態
の変化から生理状態を評価
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目 的：現地調査より明らかになった環境条件（溶存酸素、硫化水素、
アンモニア等）がタイラギに及ぼす影響の有無を明らかにする。

好適条件下の飼育
（対照区）

漁場で観測された底質・水質
条件下の飼育（試験区）

2）底質環境の変化のタイラギへの影響解明
②異なる水質条件がタイラギに与える影響試験（20～21年度）

解 析：体内のグリコーゲン含量、有機酸含量等および組織形態
の変化から生理状態を評価

取りまとめ

1．～4．の結果を基に

・底質環境の変化（悪化）のメカニズムを解明
する。

・水質環境及び底質環境がタイラギに及ぼす
影響を評価する。

↓
タイラギ大量死の発生要因解明

↓
要因軽減の環境改善策の検討


